
基本方針６

施策の柱

実施事業

事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

●健康度・体力度チェック及び健康づくりトレーニング

実施 → → → →

・健康度チェック（17人）
・体力度チェック（385人）
・健康づくりトレーニング（15,769
人）
（※平成２６年９月末）

・健康度チェック（70人）
・体力度チェック（800人）
・健康づくりトレーニング（30,000人）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

健康で豊かなスポーツライフの環境整備を行います

６－１　健康づくりの推進　

６－２　スポーツ環境の充実

６－３　生涯スポーツ活動の推進

５年後までの
目標及び成果

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

６１１ 健康づくり推進事業

保健医療部 健康増進課

市民が生涯にわたり生活習慣病の予防・改善及び健康・体力の維持・増
進を図り、日常生活で適切な生活習慣が身につくよう支援する。

６－１　健康づくりの推進　

積極的な健康づくりを行うために、市民を対象に健康度・体力度チェック
を経て健康づくりトレーニングを実施する。
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事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

●体力・運動能力テスト（54校）

実施 → → → →

事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

●（仮称）天神スポーツ広場の整備

実施 →
●葛原スポーツ広場野球場２面化整備

実施 → →

屋内・屋外スポーツ施設数（22施設）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

屋内・屋外スポーツ施設数
（19施設）

６２１ 子どもの体力向上対策事業

教育部・生涯学習部 教育指導課・スポーツ推進課

５年後までの
目標及び成果

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

市民が生涯にわたって多様なスポーツに親しみ、健康で明るく豊かなス
ポーツライフを実現する環境づくりを目指す。

多様な市民ニーズに対応できる施設を整備する必要があり、安全で安心
して利用できる施設はもとより、誰もが健康でいつでも楽しめる生涯スポー
ツ環境の充実を図る。また、市内野球場が不足しているため、少年野球
場については早期に確保するよう努める。

５年後までの
目標及び成果

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

市内54校で実施した。

小中学生の体力向上のための教育プログラムを研究・実践する。

（教育指導課）
・市立小学校５年生と中学校２年生を対象に「体力・運動能力テスト」を実
施し、その結果を基に、子どもの体力を分析して、子どもの体力向上のた
めの方策を検討する。

（スポーツ推進課）
・新体力テスト実施に向けた測定員の養成と派遣。

６－２　スポーツ環境の充実

６２２ スポーツ施設整備事業

生涯学習部 スポーツ推進課

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

・市内54校で実施する。
・国や県の動向を踏まえながら検討する。
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事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

実施・検討 → → → →

事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

実施・検討 → → → →

スポーツノーマライゼーション事業の実施（３事
業以上）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

６２４ スポーツノーマライゼーション事業

生涯学習部 スポーツ推進課

６２３ スポーツバリアフリー事業

生涯学習部 スポーツ推進課

５年後までの
目標及び成果 スポーツノーマライゼーション事

業の実施（３事業）

バリアフリー化対応施設数（６施設以上）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

５年後までの
目標及び成果

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利とい
う理念を踏まえ、障がいの有無にかかわらず、スポーツ活動に参加できる
機会を確保する。

障がい者と健常者が共にスポーツを楽しむ観点から、積極的なスポーツ
のノーマライゼーションを推進する。又、活動の支えとなる指導者・ボラン
ティアの育成に取り組む。

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

市民だれもが安全で安心してスポーツ・レクリエーション活動ができるよ
う、スポーツ環境の充実を図る。

・障がい者・高齢者を含む多くの市民が安全・安心して利用できるスポー
ツ・レクリエーション施設を整備する。

バリアフリー化対応施設数
（６施設）
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事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

実施・検討 → → → →

事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

実施・検討 → → → →

６３１ 生涯スポーツ活動推進事業

生涯学習部 スポーツ推進課

・「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」スポーツ活動に親しむことが
できるよう、市民のスポーツニーズを的確にとらえ、多くの市民が多様なス
ポーツを楽しむことができる事業を企画し提供する。
・スポーツや健康に関する意識の向上を図る。

５年後までの
目標及び成果 年間スポーツ施設延利用者数

（1,270,000人）
年間スポーツ施設延利用者数（1,330,000人）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

６３２ スポーツサポート事業

生涯学習部 スポーツ推進課

地域スポーツ指導者及びスポーツボランティアを養成し、活用すること
で、市民のスポーツ・レクリエーション活動を推進する。

地域スポーツを支えるスポーツ推進委員の充実とスポーツボランティアの
養成、地域に潜在する指導者の発掘を行い、市民のスポーツ・レクリエー
ション活動が安全かつ効果的に推進するよう取り組む。

平成３１年度末の目標（値）

６－３　生涯スポーツ活動の推進

健康寿命の延伸など、市民の健康意識の高まる中、子どもから高齢者ま
で気軽に利用、参加できるスポーツ・レクリエーションの機会の提供を、さ
らに充実させる。

平成２６年度末の状況

５年後までの
目標及び成果

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

スポーツサポーターバンク登録
者数（210人）

スポーツサポーターバンク登録者数（260人）
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事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

実施・検討 → → → →

事業コード・事業名

担当部・担当課

事業目的

事業内容

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

実施 → → → →

競技スポーツ団体との連携・協働を促進するとともに、ジュニア期からの指
導体制を充実させる。また、トップアスリートを活用するなど、競技スポーツ
全般の推進を図る。

東京オリンピック・パラリンピックなどを好機と捉え、競技力の向上を目指
し、市内競技選手の支援を行うとともに、各団体との連携と協働を進め、
長期的な展望に立った競技スポーツ指導体制の確立に取り組み、スポー
ツへの動機付けや関心を高める方策としてトップアスリートの活用を検
討、実施する。

５年後までの
目標及び成果 全国大会等への出場者数

（250人）
全国大会等への出場者数（300人）

６３３ 競技スポーツ推進事業

生涯学習部

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

年次ごとの
取組計画

（年次ごとの目標値）

６３４ 地域特性活性化推進事業

生涯学習部

平成２６年度末の状況 平成３１年度末の目標（値）

スポーツ推進課

江の島や湘南海岸など本市の地域特性を活かし、ビーチバレーボール
や市民マラソン大会などのスポーツイベントを開催し、複数の自治体や関
係機関と連携・協働した取組や仕組みづくりを構築し、地域特性を活かし
たスポーツ活動の推進を行う。

・各種ビーチバレーボール大会（ビーチバレージャパン・県中学及び全国
中学ビーチバレーボール大会）を開催し、ビーチバレー発祥の地というブ
ランドを広く市内外に発信し、観るスポーツの提供やビーチバレーボール
の普及拡大に取り組む。
・江の島を主会場として海岸線をコースとした市民マラソン大会を開催し、
多くの市民が参加できるような事業展開を取り入れ、魅力ある冬季のス
ポーツイベントとして取り組む。

５年後までの
目標及び成果

＜ビーチバレーボール＞
・ビーチバレージャパン（67チーム）
・県中学生大会（７７チーム）
・全国中学生大会（63チーム）
＜市民マラソン＞
・ランナー（8,500人）
・ボランティア（1,000人）

＜ビーチバレーボール＞
・ビーチバレージャパン（67チーム）
・県中学生大会（７７チーム）
・全国中学生大会（94チーム）
＜市民マラソン＞
・ランナー（8,500人）
・ボランティア（1,100人）

スポーツ推進課
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